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末梢循環動態、か らみ た灸 nilJ 激の効果について
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要旨 灸苅法には皮的上でl!' ilft f[立を燃焼させて事撤する行主主灸(透訓灸)と間倭的![刺激する無痕灸

(品l灸)の 2 何百llJ品る 臨wでは目的 1[16 じて使い分けられているが，その般拠を明らか圧した報特

は少ない そ ζ で両者の車げ激効果を個体レベルの而から検討した

}J訟はサ モグラ フ ィ と桁尖蒋積脈波を指標として透熱灸と温灸刺激ιたいする末判'1循原動態を測

í.Ëした

その結果. ，孟Æ~\灸車I1詰までは 1)(射的な末仙 lfll'r'ì'反応による前原動態の改丹を認めたが !iIE灸ではむしろ

んi所川祖円 ITI か，.. (1，めら れた しかし，透熱灸、温灸ともj[刺撒後の末梢術開動態パターンは個体差を示

し !ζ れをパタ ン化サ ると おおよそ 3 f1)野Îlc分頴する ζ とができた

The Effect of Moxibustion on Periph引百1 Circulation Movement 
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Summary: Thereare tWQ kinds of moxibustion treatment. direct moxibustion in which sLim 

ulalion is induced by direct 【~ombust ion of moxa and indirecL moxibusLion in which stimulaｭ
tion is indirectly induc匹1. They are used properly for climcal cas田 accord Jng to the 

put'pose. lJownver , there are ¥'ery few reports 01' the definite ﾎnclications for Lheﾎr use 

The st�ulaling effecls of both types ¥vere studied from the aspect of individuals 

Peripheral circulation mO¥iemenL against 出ese ty p田 of moxibuslion ¥vas determined by 

thermography and plethysrnography 

The diJ'cct moxibustion induced the improvement ln the circulat.ory movement as a r田 uIl 

of ﾐ reflectivo pel'iphoraJ react ion , ¥vhiJe the indirect moxibustion induced the improvement 

by local warming , However. there were individual differences in ihe pat.tern of peripheral 

circulation ll10vement after sl.imulation by bo出 ty pes of moxibus tion , These patt.erns couJd 

be divided into three types 

Key Words : 韮熱灸 direct moxi b usti o n , 品企 indirect moxibustion , 

よ梢街原 peripheral circula t. ion , 僻{小足 individual difference 
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16 点的術KlfUl態かりみた灸刺散の効架について

l は じめ に

灸療法は古米から ~J.!しま れてきた足並=訟の一つ

であると とも IC 鍛灸l宍'γの一犯 と して傾めて屯

漫な治療法である

灸療法の方式には大きく分けて 2 判官1がある

l つは皮周上に交をrl'r~ き燃焼させて凶IlHr'J に 1i1/激

する 白痕灸 (透烈灸) ，もう l つは Jx l{.j との!日]lc

空気，生差 ， Iζ んにく 出などの介在物を隔てて

交を燃焼させて間!1l'r'!(JlC刺激する加極灸(潟灸)

である

この透熱灸と治灸の刺激}j式のi韮いは，吋然治

療効果IC も影轡するものと店、われる 実際 IC J( 1也

臨床では それぞれの刺激特I'EIC応じて使い分け

られてい る しかし IlfJj tiの生体作用について個体

是レベルで容観的 IC 検;H した報告は非':~;I C:少な

も、"

そこで，それぞれの bつ灸の制度特十| か' /'.体に

どのよ う な反応を引き起乙すかについてサーモグ

ラム 指尖容引 I/IR泌を桁際1C.1叶門循 I;l 1tJj態の以応

パター ンの面から検討 し た

日研 究 方 法

1 研究対象

19-20殺の 4'7:IC (E和するMI，JiI&人リJf25名を

研究対象とし!うち 1 5:1'，は過熱灸nl-， 残る 10名は

温灸群とした

2. 刺激方法

刺激古~， /\'[は l iíi腕の下~ IIJ穴( rFi腕後 r (11 で 1/す自横

紋の外端からド 2 、 /'， I立円以32 土 O .5'C ) とした

灸要r~散として透訓灸(釜Ii~父山の" ' UJ うと 約 3mg ，

皮向上に熱'dli.t をIflいて副1/ í.Ëした時のM:ι:;j温度*'~

98度)は 3 4[ ， i品灸(議!，{ X判カマヤミニ羽皮

!百十に熱 'I l!対を ÎI''ìいて測定したU~fのi品川 í'MJ旦示'，48

度〕も 3H としたなお溢H灸は以をl(j(り除か

ず，温灸はi:llll~ !t長が il ' j 失した 11年以で次の刺激に持っ

た

3 指尖容積脈波 ! サーモ グラムの測定方法

111尖界的脈iÞ.主は Ij(f!-l式桁尖干1 1i'!I/If，政ヒッデ 7 'Y 

プ(日本lE54 L栄 liII/日目玉，~， 45259) を λ イ l ぷ JH胞

に軽く袋行 L. ，1'; リグラフ<l 14" ， G主\ :.米首1'/ ('"製 l

タ イプ 1 80 8) によ り II .JAË数0 . 03抄で u己 主止 し

(THERMOGRAPHY) 

。
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た2)同時 11:脈波川の算出を限l 仰にす るため 5 秒、

聞のw分納をインテグレータ( rl 本電気三栄測6í5

製 1 政分ユニ y ト 1 322) で記録した

サーモグラムの測定はサーモグラフィ装置(11 

本'd:! ç.製 ， ] T G -MD) を使川した デ← タは

データレコーダ(ソニー製 l データレコーダ FC -

14) 11:収録し， 11(' 1 :時は カ ラ コンパータ( 11 本

電 F製， TG- I I' D J でカラ 州像K変換し，

Eれを力メラで1iù :;f3 した (図 1 ) 

なお。実験はすべて恒dA宅内 ('J;1温26otOSC J

でi Jなった被験，/jは実験IJfJ始20分 l ìíi IC 八本させ，

IH尖界首脈彼ピックアップを装心した後 ベッド

上で安静臥床させた その後， ~i ll æí を開始し 刺

激11 1 ，刺激後20合-ì lgJ~続的 11:指尖容積脈辿および

サ モグラムを記乱ょした

m 結果

1 指尖容積脈波高の変化

1) 指尖ι梓 f~脈波の出1 í.E

Iズ12 は ß .lf~E数を文化さ 世たと きの指尖'持続脈波

白波明変化である 時定数が大きいとき脈彼は低

い)，':1波数成分まで新lかれ 一つ一つの波恒解析に

は適しているが， 1刈に示すように法線型UII:liは大き

く 1 脈{庄をよ梢 I白l抗日の1M，虫パターンとして観祭

する Kは適切ではない そ ζで脈彼の微妙な波型

成分は損なわれるが ! 基斜HVJ揺を除去するためIl !j

時定数

se 

定数を小さくし，脈政 I::~のみを強調する記録方法

を採用した 乙の記録方法では脈波I:~Jは小さくな

るものの基線の動揺は見られず， 脈彼自の時間l的

変化をパタ ンとして観察する ζ とに適している

図 3 は透熱灸と温灸刺激における代表的な指尖

谷積脈t泣の変動を示す いずれも刺激前の指尖容

的脈放は非常 IC安定(J'.) I1:記録されている ζれ 1 1:

透熱灸の#リ南~ill激を作用させると若しい脈波高の

減少が見られるが ? ζ の反応が一次位l血管反応と

いわれるもので I 侵害刺激にたいする反射性の由!

，!'Ï"収縮 1 1: 111来する現象である そ して，それに引

き続き起 ζ る脈波高の明大が二次性血管反応(血

竹拡張ιよる山i流量』科大)である 乙のように透

熱灸では 次判 l血管反応 11:引き続く 二次性血管反

応によって末梢 1(1目流討は増加するものと考えられ

る しかし f 刺激後20分間を経過してもまったく

二次性1(U官反応の起こらない椛例も見受けられた

一方， (畠灸では透熱灸 11:見られるような一次性血

竹反応は認められず，したがって二次性l血行反応

が出現しない症例が多く見受けられた しかし，

~ffit灸群の中 11:も透熱灸と同じように二次性 I (nî'ì反

応の認められた症例もあり， IdJj群においてそれぞ

れ個体濯を示した そ ζで刺激後の末梢循環動態

をグラフ化して反応パデ ンの煩型化が可能であ

るかどうかを検討した グラ 7化するにあたって

まず脈波高の 1 分間の杭分値を算出 し， 10秒間当

0 , 30 !刷u山仙幽幽川H川叫l町~.畠血』川1幽他 』幽“岬山刷幽叫叫叫1幽幽11川い山叫"山川H川1111川(h 幽酬酬11仙叫岨幽刷凶l 川刷悩幽1... 幽山白“山a
sec. l-司一司一唱一一- -~ 

0 , 1 0 11川11川IUlllUIll川 11比山山岨叫l川川IIJul ，1I.o訓， 111山川川l川1I I1 11Ull11ll山l山"山川山叫州酬幽11凶IIlIlI.J..lIlu川』
sec 

0 , 03 川川l

seG.L--hi  nJ  

図 2 時定数と指尖容積脈;皮;皮型の関係



18 A，m稲I耳動態か らみた灸刺激白剤11 !r: jζついて

a 透熱査 b 温 2奇

想j述前 刺3目前

州細川剛山川11州 II~!'I: I川附川d川仙川判

ノ///111/1/////////////////////バ
li1J l!中

1 壮 2 壮 5 社

回凶凪品以以以A 凶出品叫仙同叫ゆ

/1/1111/1 ケ/ノ'//ノ'/1111

山岨幽山山岨山仙叫剛山山~
1/り仰i

州剛山酬剛山川削~剛山ûlj
7/iM/Y//fhJ///////////グ//f/f/t

日山川Ih" 山町十 I lI i判刷 ltl 'lIげ川哨11;，1111品川寸川町11'"''川川いl川叫1" ，".，.，，， '~lt;ll"1

/////////////1ゲ///;///////////

冊、陸中

い幽岨4日比~叫」山山山叫........ 叫山JW

1//////// ///ゾI///，ノ /0////1/

刺港復 13 分-4 分 30 秒}

い岨幽』出凶.A4I凶じ凶ム山」叫~1IIIJJLUh;幽.:lUI

//1///// /, /, / /ん/////1か/，1

刺激後 110 分-12 分 30 抄}

凶山i品4山-止ム~岨IUル..........品叫比叫

/1///ン///;í/ん/1ん/1//// /ウ万/
l30scc.-..J 

図 3 灸刺激による指尖容積脈波高の変動

1-，[立山科 l の f虫剤はりt技 ，:':i.l.nのれぬのii1: 明日 5 f:Joml山f~，分仰である

たりの、ド均値を求め， ζれを l 分間の手均脈成 r::j

(以下，平均脈波;t:j)とした なお p 刺激 fjíjの脈

波品は ~!lli:放開始前JO分間の、1'.均脈波r:;iの、ドI~J怖を

もって」えした 刺激"， ，刺激後の脈波局は刺激出j

Iと たいする、ド均脈波自の1'1分中 と してぶした

2 J 透熱灸の効果

関 4 はi墨熱灸刺激による桁尖存積脈波仙の(~&

的なjぇ比; ~ "ターンを示す 過熱灸刺激l拝では全l刈

11:刺激rlr ， 一過性の苫明なlVi~!i ，:'lj の減少( 次性

l血管反応) が認められた しかし，刺激後は15例

中JO例は脈波高はÞ1J大したが，残る 5 (:同jは減少し

た つまり 1 脈波高が増大した症例ではいずれも

二次性 Jfn'íí'反応による点制 I flt流ほのWIJ1!I をぶした

のにたい し I 脈波高が減少した綻例はいずれも二

ik1't lfit 'i'ì' lx応が誘発されなかった

IR加する例をさらに印習をすると一次判 Ifn'í':' W(:、

が叩く起きるタイ 7 ( 1又1 4 No 1 、 No 2 )と避く

起きるタイプ(関 4 No 3J iL 分けられる これ

を使日 1-.5 分以内にー次刊 IfuIT反応か現れるもの

をむ.ìili!f:加型とし， 5 分以降 15分以内に二次性Ifll

nl刈し功、起こるものを起延i円IlII'目とした なお. 15 

分以 1:経過しても 占次性血行反応が起ζ らないも

のを減少型(阿 4 No 4 )と した したがって。

i韮熱灸点I11敢にたいする点的術fhi3リJ態の反応ハEター

ンを頬J型化すると :~J.iåH~可加型 p 遅延l\Y:JJI Jl目，減少、

唱の 3 タイフ と なる

3 )胤灸の効果

!l"15 は耐灸刺激における桁尖容都l脈波 . : ::1の代表
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図 4 有痕灸(透熱灸) による末梢循環動態の変化

←指尖容積脈;皮高の増減率一

的な}x.応バタ ーンをA、す 胤灸刺激l咋では点'J iØí後 j

指尖容院I~波 I:.~が小さな花困で動抗しながらも大

きな地減変化の認められなか っ た椛例が10例 'IJ 7 

例に見られ 1 透熱、灸刺激のように一次世血包反応

とそれに引き続く 二次性 1nl管反応を示して末梢血

流叫がJtll )jf]した症例は 3 例であった

|刈 5 のNo. .1は時々「品性の脈波高減少を示すが，

全体的 iζは変動の小さい 1'.変化パタ ンの代表例

であり. Nu 2 は刺激後やや脈波高は減少するもの

の償ばいを示1..-.小さい減少パターンを示す代表

例である ζのような反応パターンを示す症例が

f~ も多かっ たが』図 5 の N.3 は温灸刺激でありな

がら透熱灸刺激と同級 11:二次11 1 血f'';，:反応による脈

抜高の増大を示した したがって制灸刺激Kたい

する」ミ梢循環lHJ態の反応ハターンをllii型化すると

!既変化型，軽度減少型!増加型の 3 タイプとなる

2 皮膚温の変化

閃 6 は透熱灸刺激と温灸~il )i:敢における代表的な

lìíj腕部のサ モグラムを示す いずれも各刺激i洋

で指尖容f:t'i脈波の代J量的な反応パターンを示した

定例であり。透~1~灸l作は上昇J~~ ， iMI.灸群は )!!~変化

砲のサーモクラムである i重熱灸刺激では刺激中

はmのサーモ像は一過性に欠mするが 刺激後は

1:1のサ モ像は鮮明に現れ!皮府組の r. 'i!を示し

た 乙れにたいし温灸刺激 (15尖容的脈波高の無

変化相 〉 では刺激同所の此h雪崩はよ 列ーを示すが

J旨尖部のサ モイ訟はほとんと変化を示さなかった
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W 考 察

光市\守指尖容積脈波は;jziMnittMの .I'il x'j的変動

や反射性血行反応をとらえるH1t~ としては最適で

あるといわれている しかも 伎防 lι斡く m削1す

るだけの非f::~目的測定d、である乙とから ， Æ、i1 'j1111 

行機能の測定K常 111 されている

本米 l 指尖容積!脈波のnlll定は脈iJJi. ~&: J~'~そのもの

を解析する乙とを 11的としているため1I .!f定数は

J . 5抄または 3 秒で記録する したがってゆるや

かに変動する波型を詳細(L分析する ζ とができ，

ζれまで多くの波明分類がなされている 代点的

なものK吉村関ら 3 、 5 . /� 1 の分煩があり ぶ梢

1111管機能の測定 11: Ii5 fll されている ーJj ， 技明そ

のものを対象とせず ! 指尖容.f.t1l脈 f止の J占線TIJU:の

同期!'t I[ i'i 11 し。 lÎ i1l神経のι1" 11\機能をiJ!lI定しよ
うという試みもある ， B . 9 , 10 ， 川 }

しかしながら本研究では時定数を0.03秒と小さ

く Lて指尖{}:航脈泌を記似した との }Jiまでは一

個の脈枝波型は無視される ζ と Kなるが， J占線動

{TIfは除L され。脈波高のみが強，"'1されるととにな

る つまり， 1派波 J:'~ を llli続的なパタ ン と して記

録でき p 末的循f!:1{ÿJffi\をパデ ン化しやすくなる

1" 1点がある したがって.灸刺激にたいする指尖

容積脈波高の動態を通 Lて末梢術環のI){ )tノぐタ

ンが分析できる乙とになる

そ ζ で灸刺激 I[ たいする指尖E積脈波とサ モ

ク'ラムを分析したと ζ ろ?おおむね透熱灸刺激は

次官l' 血管反応といわれている一過性の血包収縮

反射を引き起乙し それ陀引き続く ー次性illI官反

応を誘発して未梢I自l流量を地加させる ( 1苅 3 )が，

ìl11Tl灸刺激はむ しろ同所(刺激部位を rl '心と して周

間約 2 cmの部位 以下乙れを局所とする)を加温

l ，透熱灸刺激のように 1111官反応を誘発する乙と

は少なかった(図 3 ) 乙れについて矢野 J 2 )も

5 1日

刺激後

15 mi n 問機の成績を報告している この他い くつかの報

告 lJ ， H , 15 ， 1 引においても透熱灸刺激は一過性の

血管収納lLiJiづく血流量減少〈一次性 rlll管反応)

とそれに引き続く Iln管拡張(二I!K性血管反応) 11: 
図 5 無痕灸 (温灸) による末梢循環動態の よって末梢IÚI流誌は増加すると述べられている

変化 指尖容積脈波高の増減率 しかし，今回の成績を末梢循環動態の反応パター



刺激前

刺激後
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図 6 サーモグラフ ィ ーからみた皮膚温の変化
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34.0 



22 オミ梢循環動態からみた灸刺激の効果忙ついて

ンの而から検討すると従来の結果とは右干異なる

結果を示した それは透熱灸 ILおいては刺激後，

一次十l 血管反応による 1(11管収納が持続し I 二次性

r(ll'i::i反応 ILよる末梢 I(UmI宣明大を示さない症例が

30% (1 5例'1] 5 例)認められた乙とである また I

二次性血管反応が刺激後 5 分以降でようやく山現

する症例も13% (15例 rl] 2 例)あり，個体差を示

した 乙れを類型化すると 3 タイプ(主!j;Jj噌加型

遅延増加型 7 減少型)となった 一方，温灸刺激

においても二次性Úll"'i反応による末Wi r(1l流量の地

大したものが30% も認められ，個体差を示した

乙れを類型化すると透熱灸と|百|じように 3 タイプ

(1!ff変化型，小さい減少型， J曽加型)となったが l

その内容は透熱灸のそれと異なるものである

ζれらの結県は従来から言われている透熱灸と

損灸の末摘循環にたいするitJl!を否定するもので

はないが，個体差を考慮して灸の末梢循原作mを

考える乙との'1主要性を示唆するものであり 1 また

見方をかえれば個体 I1: JÎ5じて灸の処方を行う乙と

を不すものでもある

透熱灸と7品灸の末蛸循環[i)J態 11:たいする作川の

相i韮は燃焼祖皮や刺激時聞によるものと考えられ

るが I 同昆刺激に対する個体差の発現ILついては

箆維な因子が関与するものと考えられる

ζれには自律神経機能， J(日行機能 CI血管のi!lI動

性) ， 年齢 ， 性別!刺激感受性，灸の経験の有無

などの諸因子が関与すると考えられる 木研究で

は被験者が本学の学生である乙とから年陥，性別 I

灸の経験の有jl!U1:よる影響は一応除外できる し

たがって l 自律神経機能， Úlll雪機能 l 刺激感受性

が偲体差を規定する屯婆な因子とみなす乙とがで

きる

佐藤ら 171 は中枢無似性のラットと脊髄ラット

を対象K皮J，'i ùiI!激(佼害刺激)と心臓反射のl民l係

を比較検討しているが， [IJ枢1!i\傷性ラットでは脊

髄ラット K見られたような分節性の自律神経反射

は認められず ! 刺激部位花関係なくその反応は統

合([(J ，全身的反応として観察されたと報告してい

る また，同僚ら 181 はヒ | を対象に熱刺激と心

臓反射の関係を観察しているが ! 佐藤 ら と同級の

結果を報告している 乙のように以害刺激を作件l

させた場合?心Im".'i系の反応は全身t'l戸の自iIl神経

反応として応答するものと考えられる 本研究の

結果でもー側の灸刺激であっても指尖容尉脈波は

左右同期して反応 している ζ とから，末梢循環動

態は全身世の自律神経反応の部分反応とみなす乙

とができる したがって l 今回の末梢循環動態に

おける個体差は，ひとつには自律神経系の機能

(おそらく交感神経の緊張度)が関与しているこ

とは充分巧一えられる また?刺激感党の強度カヰ'P

経インバルスの頻度比よって決定される乙とから

熱刺激感受性の高低Kよって自作者l'経系 IL&ほ

廿 影響皮も左右される乙とが当然予測される

Gybels l9 ) はマイクロニューログラフィによる熱

の刺激感犯を観察しているが，熱刺激感覚とイン

パルスの頻度との聞に対応関係がある ζ とを明ら

かK している つまり!同じ熱刺激昆であっても

刺激感受性(熱刺激にたいする闘舶の逃い) I[ よっ

て神経の受ける影響度は左右される ζ とを示唆す

るものである 今回の末梢佑環動態における反応

パターンの個体差も被験者の熱刺激感受性が関与

しているものと考えられる しかしながら本研究

では自作神経機能や熱刺激感受性 ILついて同時測

定していないので l 上述した反応パタ ンとの聞

にどのような対応関係が成立するかは明らかでは

ない 乙の点 11:ついては，自律神経機能や熱刺激

感受組と末梢循環動態の関連性をI明らかにする己

と 11:よって灸刺激 ILたいする個体差を解明する ζ

とができるのではないかと考える

いずれにしても灸刺激後の末梢循環動態は少な

くとも自律神経機能と熱刺激感受性の両者の相互

作用 11:よって調節され，透熱灸および温灸刺激に

おいて三つの反応パターンに分かれたものと考え

られる したがって臨床において灸療法を行う甥

合 i 患者の自 ~ln'I '経緊張状態や熱刺激感受性を考

雌して刺激ドーゼおよひ'灸の方式を決定する ζ と

が重要である また灸刺激後の*lìï 循13;"'01態を

観察する乙と lζよって個体差のftJ別化がロJti~ とな

るのではないかとヰえる
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V 結語

透熱灸と慌灸のもつ温度刺激特性が't体 1 <:: どの

ような効果をおよぼすかを指尖容積脈波とサーモ

グラムを指惚に検討したと己ろ次のょっな結果を

得た

J )溢熱灸刺激では手指末梢部の皮例温の上対

とともに末梢Ifn流量がi官加を示す症例が 15例中 10

例と多かった

2 ) 温灸刺激では刺激局所の皮悶婦は t昇する

ものの，手m?iミ梢の皮肉/品および末摘 Ifll流量はほ

とんど変動を示さなかった症例が10例 rf' 7 例と多

;1)， った

3 )透熱灸刺激にたいする末梢循環動態の反応

は句、速増加型 遅延噌加型，減少型の 3 タイプ1<::

類型化する乙とができた

4 )温灸刺激にたいする末lj'j循環 iJìIJí!l;の反応は

無変化型 l 犠度減少~~"1， 1~i1.川砲の 3 タイプIL主tí型

化する乙とができた

本論文の要旨は第341Iil全円本銀灸学術大会で発

表した 本研究托さいして永海底幸， iTJ ll雅人，

山下仁諸兄の協力を1l]. た ζ 乙 lζ感謝 rjl し上げ

る
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